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令和２

目標値
（R4年3月時点）

令和２年度　構成事業

①
ときがわ町花菖蒲
園整備事業

ハード
ソフト
間接補

②
ハード
ソフト
間接補

③
ハード
ソフト
間接補

④
ハード
ソフト
間接補

⑤
ハード
ソフト
間接補

構成事業名

2,200合計

2,200

概要・成果指標との関連性

花菖蒲園の一部をバリアフリー化することによって観光振興や地域の活性化を図る。

事業費（千円）

（施設建設等の場合）

案分

住民への公表方法
及び特記事項

成 果 指 標

②年間観光消費額

①年間観光入込客数

町内の観光スポット等の案内や体験型の観光を展開する。

（上記の指標を設定した理由）

現状値
（H31年3月現在）

（成果の目標値）

（成果検証の具体的な方法）

花菖蒲園をバリアフリー化することで、観光入込客数の増加を図るため。

①90万人

稼働率(目標)（％）

【成果指標と構成事業の関連性】

年 間 利 用 者 数 ( 目 標 )
（ 人 ）

町ホームページにより公表を行う。

①103万人

成果指標設定調書

【成果指標の設定】 年度

ときがわ町花菖蒲園整備事業提案事業名

令和２年度成果指標設定年度

市町村名

～令和２

ときがわ町

事業の必要性、目的

事業期間
　花菖蒲園は、平成12年から地域の花づくりグループにより管理され、毎年６月にイベントを
開催するなど、ときがわ町の観光になくてはならないものとなっております。
また、2019年に隣接する嵐山町で「千年の苑ラベンダー園」が整備され、花菖蒲とラベンダー
は開花時期が近いこともあり相乗効果による来園者の増加が期待できる状況となりました。
そのため、より多くの方に花菖蒲園を楽しんでいただくため、花菖蒲園の一部をバリアフリー
化し、車椅子の方、高齢者の方、妊婦の方、ベビーカーを利用している方にも気軽に足を運ん
でいただけるよう整備し観光の振興を図る。

年度年度
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行政、関係団体、住民相互の連携により達成できると判断する。成果指標の達成見込み

【成果指標の達成見込み】

目標達成のための
具体的な方策

町内のイベントにおいて観光の面からときがわ町の魅力を情報発信する。


